
嚥下造影対応チェア　コンバーＶＦＸ

平成23年度北網地域医療再生計画（特設講座事業）

北網地域医療再生計画に基づき、北網地域の医療を充実を図り、医育大学に設置する特別講座と北見赤十字病院が連
携し、地域医療を担う医師に対する医学知識の刷新及び再研修方法の研究、地域基幹病院における後期研修方法の研
究、地域の医療機関への医師派遣並びに専門（認定）看護師及び専門分野に対応できる理学療法士等を養成する目的と
して平成２３年度北網地域医療再生事業費補助金の交付を受け整備を行いました。

以下に装置の簡単な特徴を記します。

正面撮影も可能になった嚥下造影（VF）対応チェア。

スタッフと患者様にかかる負担を軽減します。

1　食道、胃までの撮影が可能です。

口腔・咽頭・喉頭だけではなく、食道・胃までの撮影が可能になりました。
電動昇降機能により撮影部位を最適な高さに調整できます。

2　検査しやすい姿勢を保持します。

リクライニングとチルト機能により、楽な座位ポジションを取ることができます。
フルフラット機能により、寝たきりの方でもベッドから水平移乗させ、そのまま検査室へ移動できます。

3　チルト機能・背もたれ

【チルト機能】チルト機能で座位をより安定できます。
【背もたれ】背もたれは中心部分に金属がない構造です。食道・胃までの撮影が可能です。

4　ヘッドサポート調整

前後の位置と角度を調整でき、検査しやすい姿勢を保持できます。
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